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のため、特に都心部の狭小敷地戸建住宅や中部管内の新
築着工戸数の約4割を占める集合住宅への導入に課題を
有していた。
そこで、住宅電化のさらなる普及拡大と省エネ性の高
い電気式給湯機のシェア拡大を目的として、給湯機の小
型化を実現する瞬間直接加熱式一体形エコキュートを開
発した。

（1）瞬間直接加熱式給湯に適した高出力ヒートポンプ
の開発

従来のエコキュートは、翌日の給湯使用熱量を深夜時

給湯に使われるエネルギーは家庭全体のエネルギー消
費量の約1/3であり、その省エネ化が地球温暖化防止の
観点から重要課題となっている。エコキュート（自然冷
媒CO2ヒートポンプ式給湯機の通称）が4年前に市場に
初めて投入されて以降、他熱源給湯器に対して省エネ
性、経済性に優れる特長が認知され、戸建住宅の電化、
給湯市場の電気式シェア拡大に寄与しつつある。しか
し、家庭用給湯器市場は未だに他熱源燃焼式により約9
割が占有されている。
現状の貯湯式エコキュートは加熱部と貯湯部の2ユニ
ットで構成され、大きな設置スペースが必要となる。こ

瞬間直接加熱式一体形エコキュートの開発
都市部戸建住宅と集合住宅の電化を目指して
Development of "Eco Cute", an All-In-One, Instantaneous Direct Heating Hot Water System
For the Electrification of Housing Complexes and Single-Family Houses in Urban Areas

（エネルギー応用研究所　お客さま技術G 住環境T ）
従来の深夜電力を利用する電気給湯機は、貯湯タン
クの設置スペースを必要とすることから、都市部等の
狭小敷地戸建住宅、集合住宅への導入が課題となって
いた。
今回、ヒートポンプによる瞬間直接加熱給湯を実現
し、製品高さを1,500mmに抑え、業界最小の容積と
なる小型の瞬間直接加熱式一体形エコキュートを開発
したので紹介する。

(Residential Energy Efficiency Team, Customer Technology
Group, Energy Applications Research and Development Center)
Conventional electric water heaters using midnight power require
space in which to place hot water storage tanks; therefore, their
installation in housing complexes and single-family houses built on
small sites in urban areas has been an issue.
In this report, we would like to introduce“Eco Cute”, an all-in-one hot
water system in which instantaneous direct heating by a heat pump
has been realized. It has the smallest volume industry-wide, with a
height of 1,500 mm.

開発の背景・目的1

開発機の特徴2

研究成果

第1図　瞬間加熱式一体形エコキュートのシステム図
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間帯に貯湯しておくため、ヒートポンプの加熱能力は
4.5～6kWと小さいものであった。
今回、加熱能力11.5kWのCO2冷媒横型スクロール圧

縮機を有するヒートポンプを開発し、これを2系列並列
運転させることで、業界最大となる定格加熱能力23kW
の高出力高効率CO2冷媒ヒートポンプを開発した（第1
図）。さらに、給湯負荷、外気温度等使用状況に応じて
2系列のヒートポンプの加熱能力を迅速に制御し、最適
運転を図る技術を開発した。これらの技術により、開発
機は業界初の瞬間直接加熱式給湯が可能となり、ヒート
ポンプによる連続給湯を実現した（中間期連続給湯可能
流量：42℃給湯で約13L/min）。
（2）業界初の一体化と小形化を実現
ヒートポンプ運転の立上り時の加熱能力不足を補うた
めに、開発機は容量45Lの小形サポートタンクを内蔵
し、業界初の一体形エコキュートとした。
横型圧縮機の開発と機能部品配置構成の工夫により、

製品高さを集合住宅のバルコニー側壁に収まる1,500mm
に抑え、業界最小の小型化を実現した。製品容積は従来
の貯湯式エコキュート（タンク容量460L）比49％、設
置面積は同51％と大幅な縮小を図った（第2図、第1表）。
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開発した瞬間加熱式一体形エコキュートは、電気式給
湯機の課題であった設置スペースの縮小化と、省エネ
性、環境保全性のさらなる向上を実現した。
製品容積、設置面積の約1/2の縮小化により、開発機
は今まで導入が困難であった集合住宅、狭小敷地戸建住
宅への導入促進が可能となった。
省エネ性能指標であるCOP（加熱能力／消費電力）は

4.6で業界最大効率を達成した。年間消費電力量は業界
最小、CO2排出量は家庭用給湯器で最小となった。CO2
排出量は従来の都市ガス給湯器の約1/3に削減されるこ
とから、他熱源給湯器からの置換により地球温暖化防止
に大きく貢献できる。
ランニングコストは、都市ガス給湯器に比べて約1/2
に低減される。

第2表に示す開発機は、関西電力（株）と日立ホームア
ンドライフソリューション（株）との共同開発であり、
平成17年9月に一般販売を開始し、全国展開を図りつつ
あるところである。
今後は、さらなる高効率化、利便性向上を図り、住宅
電化、給湯電化の普及拡大に努めていく。

第2表　開発機の仕様

本　　体

満   水   時

 定          格
（中間期）

夏　　期

冬　　期

従量電灯、時間帯別電灯および
3時間帯別電灯（Eライフプラン）

製 品 名

型 　 式

適用電力契約メニュー

設 置 場 所

電 　 源

最 大 電 流

外 形 寸 法

タ ン ク 容 量

沸 上 げ 温 度

最 大 使 用 圧 力

風呂湯張り能力（中間期）

風呂追焚き能力（中間期）

タンク沸上げ時間（中間期）

使 用 冷 媒

ヒートポンプ給湯機

RHK－23TBA

屋　外

単相200V  50/60Hz共用

30A

H1,500×W900×D450mm

180kg

225kg

23kW/5.0kW

17kW/3.0kW

21kW/5.4kW

45Ｌ

自動切替：約60℃/約90℃

190kPa（減圧弁170kPa）

約28分（浴槽湯200L42℃）

約15分（浴槽湯200L30→40℃）

約26分（90℃全量）

CO2（封入量1.1kg×2系統）

重　　　量

 加熱能力／
 消費電力
（42℃給湯）

今後の展開4

開発機の効果3

第2図　開発機の製品構成と外形寸法
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第1表　従来機と開発機の設置性比較

開 発 機

貯湯式エコキュート
（タンク容量460L）

1.23m3

（100%）
1.02m3

（2.72m3）

0.61m3

（49%）
0.52m3

（1.43mm3）

製品容積
（相対値）

設置面積
（メンテ面積）


